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●宿泊される方で、相部屋可能で宿泊施設紹介ご希望の方は「○」の記入をしてください。ただし、すべてのご希望に対応できない場合がありますので、あらかじめご了承ください

●参加回数の欄については、わかる範囲で参加回数をご記入下さい。初参加の方は「１」、10回以上参加の方は「10」とご記入ください。

●希望する下表分科会の参加について、第１希望から第３希望まで決めていただき、分科会の欄に【第１希望→１】、【第２希望→２】、【第３希望→３】 の数字をご記入下さい。

　各分科会の定員が決まっており、参加申込が多数の場合は調整させていただきますのでご了承ください。

●「※」の項目は、参加者管理にのみ利用させていただきます。（大会冊子等には掲載されません。）

●大会参加費（2,000円）意⾒交換会参加費（7,000円）は別途ご請求いたします。◎5月19日以降のキャンセルによる返金は致しかねます。

●必要事項をご記入のうえＦＡＸ又はＥ-ｍａｉｌにてお申し込み下さい。( ５月１２日(金)必着 です。)

＜ 申込先事務局ＦＡＸ：０９６－３８３－１５４３ ／ E-mail：LEB03540@nifty.ne.jp ＞

●意⾒交換会（懇親会）に参加される方は「○」の記入をお願いいたします。

●宿泊される方は各自でご予約をお願いいたします。宿泊の欄は、コンベンション補助金利用に必要な項目の為、嬉野市に宿泊される方は「○」の記入をお願いいたします。※後日、宿泊先の名称をお聞きします。

　（※申し込み時点で宿泊先が決まっている方は「備考」欄にご記入ください。）又、補助金の活用を検討していますので差し支えなければ嬉野市内に宿泊していただきますようお願いします。
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長崎街道の宿場町・塩田津町並みめぐり

お茶をたのしむ旅ができる街（嬉野町）

一杯のお茶を求めて旅をする「ティーツーリズム」は旅館経営者・茶農家・肥前吉田焼の窯元・料理人によるプロジェクト。

このメンバーによるティーツーリズムについての講演を行います。また、チャオシルにてお茶の淹れ方教室を体験していただきます。

変わらない歴史と変わる武雄（武雄町）

辰野金吾氏による設計で1915年に落成した武雄温泉新館、楼門の⾒学。楼門の天井にある4枚の干支の絵についての説明もあります。「まちのリビング」をコンセプトとして完成した武雄温泉駅前広場まで散策していただきます。

先人の想いを現代に繋ぐ『肥前浜宿』を美酒と共に歩く（鹿島市）

会場となる肥前浜宿は古くから宿場町・港町として酒造業などが栄えました。多くの歴史的建造物が評価を受け、平成18年、2地区同時に伝統的建造物　群保存地区として認定されています。

第4分科会では現地ガイドの解説を聞きながら両地区を散策します。また、2021年に肥前浜駅内にオープンしたHAMA BARにてご希望の方には地元の日本酒のささやかな振る舞いも予定しています。

『ありた町屋』模型づくり

①長崎街道の宿場町として栄え、石工・川港として発展した歴史ある町並みを⾒学説明を致します。※2005年(平成17年)に重要伝統的建造物群保存地区指定選定された。

②集い会場であるリバティと隣接の塩田中学校の⾒学説明を致します。(水害常襲地域に立地する2つの公共施設の役割や連携した防災計画など)※内容の変更がある場合がございます。

各県定員 なし

型紙から有田内山地区の町屋の模型を作ります。有田町内山地区は重要伝統的建造物群保存地区に指定されており、ゴールデンウィークに行われる有田陶器市では全国からのたくさんのやきものファンで賑わいます。
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